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総合評価 
十分な成果が得られたと評価する。本プロジェクトは、大学入学時などの新生活期とい
う重要な移行期に着目し、孤立・孤独の生成メカニズムの解明からリスクの可視化、さ
らに一次予防策の実装可能性の検討までを一体的に進めた。質問紙調査による主観的評
価に加え、行動指標、心理指標、脳機能画像研究等を組み合わせることで、孤立・孤独
が単一要因ではなく、個人要因（性格特性、認知傾向）と環境要因（所属集団、支援環
境）の相互作用として生じる過程を多角的に明らかにした。特に、機械学習を用いて個
人および集団レベルの孤立・孤独リスクを推定する手法により、従来の自己申告や相談
行動に依存した支援では把握が困難であった潜在的な高リスク層を可視化し、大学とい
う組織単位の中で完結可能な一次予防モデルを提示した点、ならびに早期発見から学生
相談室による支援介入へとつなぐ実務的フローを実際に機能する形で確立した点は評価
できる。また、若年層を対象とした大規模かつ縦断的データを全国多数の大学と連携し
て取得・蓄積したこと自体も、学術的・実装研究の双方にとって重要な成果といえる。 
一方で、こうした可視化および支援介入が退学率や学業適応等の客観指標にどの程度の
改善効果をもたらしたかについての因果的・定量的検証や、他大学における再現的な概
念実証については、今後の検討が望まれる。 
 
項目評価 
１．目的・目標の達成状況 
目的・目標は達成されたと評価する。新生活期における孤立・孤独の発生要因を明らか
にし、そのリスクを定量的に把握するという当初目標に対し、個人特性、社会的環境、
心理的認知の各側面から包括的な分析を行った。特に、経験サンプリング法や神経画像
研究、SNS データ解析等を組み合わせることで、「共有性からの逸脱（他者との認知
的・行動的なズレ）」が孤独感を高めるという一貫したメカニズムを示した点は、理論
的にも新規性が高い。また、入学時点の限られた指標から半年後の精神的健康状態を予



測する検出モデルを構築し、実運用を意識した少数項目・高精度の設計を行った点は、
当初目標に沿った成果である。 

 

２．今後の計画および展望 
今後の計画および展望は期待できると評価する。本プロジェクトで構築されたリスク可
視化手法および一次予防モデルは、大学という組織単位で完結可能な点に特徴があり、
他大学や若年層支援への応用可能性を有している。実際に、関西・中国地方の複数大学
から導入に向けた関心や要望が寄せられており、今後の横展開が期待される。 
一方で、他大学への導入に際しては、母集団特性の違いに応じたモデル調整、情報管
理・倫理面の整理、教職員の理解促進といった課題も明確になっている。今後は、こう
した課題に対応しつつ、複数大学での再現的な実証を積み重ねることで、一次予防効果
の一般化を図ることが求められる。また、リスク可視化の結果を大学組織の教育・学生
支援施策へどのようにフィードバックするかという運用モデルを整理することで、持続
的かつ再現性のある予防モデルとして社会実装が進むことが期待される。 
 
３．計画・実施体制等の妥当性 
計画・実施体制等は妥当だったと評価する。心理学、神経科学、情報科学、保健学、看
護学等の多分野の専門家が連携し、基礎研究から実証研究、実装試行までを段階的に進
める体制が構築されていた。特に、大学の学生相談室や保健部門との協働により、研究
成果を実際の支援現場で検証する仕組みを構築した点は、実装志向型研究として適切で
ある。また、若手研究者がプロジェクトの中核を担い、国際誌論文の出版や新規研究テ
ーマの創出につながった点は、人材育成の観点からも評価できる。 
 
 


